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　　 　 安全に お使い い た だ く た め に 必ずお読みく だ さ い　 安全に お使い い た だ く た め に 必ずお読みく だ さ い！

火災、火災、 感電、感電、 怪我、怪我、 故障の原因に な り ま す故障の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ないでく だ高温の場所で使用し たり 放置し ないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないで く だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないで く だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、 重いも のを載せるなど で傷を つけないでく だ さ い。重いも のを載せるなど で傷を つけないでく だ さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。  ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないで く だ さ い。本体及び付属品を改造し ないで く だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないで く だ さ い。排気口を塞いで使用し ないで く だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないで く だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないで く だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないで く だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないで く だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を 抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を 抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。

●● 本書の一部または、本書の一部または、 全部を無断で複製、全部を無断で複製、 複写、複写、 転載、転載、改変する こ と は法律で禁じ ら れてい改変する こ と は法律で禁じ ら れてい
ま す。ま す。

●● 本書の内容および製品の仕様、本書の内容および製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更する こ と が改良のために予告なく 変更する こ と が
あり ま す。あり ま す。

●● 本書の内容については、本書の内容については、万全を記し て作成いたし ま し たが、万全を記し て作成いたし ま し たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、   記載記載
漏れなど お気付き の点がござ いま し た ら 、漏れなど お気付き の点がござ いま し た ら 、 ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ま す。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ま す。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、会社名、会社名、商品名など は一般に各社の商標または登録商標商品名など は一般に各社の商標または登録商標

です。です。

万一、万一、 発熱を 感じ た り 、発熱を 感じ た り 、 煙が出て い た り 、煙が出て い た り 、 変なに お い がする など の異常を 確認し た 場合変なに お い がする など の異常を 確認し た 場合

は、は、 た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お買いあげ の販売店に ご 連絡下さ い 。た だ ち に 電源を 外し 使用を 中止し て お買いあげ の販売店に ご 連絡下さ い 。

◆◆ 本製品は電波法に定める技術基準適合証明を取得し ており ま すので、本製品は電波法に定める技術基準適合証明を取得し ており ま すので、お客様の免許申請等お客様の免許申請等

の手続き はの手続き は不要です。不要です。

◆◆ ケース と 一体で技術基準適合証明を取得し ており ま すので、ケース と 一体で技術基準適合証明を取得し ており ま すので、お客様がネジを外し た り ケーお客様がネジを外し た り ケー

ス を 開けるス を 開ける など の行為はおやめ く だ さ い。など の行為はおやめ く だ さ い。((電波法に違反する恐れがご ざ いま す。電波法に違反する恐れがご ざ いま す。))

◆◆ 本製品は無線と いう 特性上、本製品は無線と いう 特性上、機器の見通し が確保でき ても 、機器の見通し が確保でき ても 、環境によ っ てはマ ルチパスや環境によ っ てはマ ルチパスや

妨害電波な妨害電波など の影響で交信でき ない場合がご ざ いま す。ど の影響で交信でき ない場合がご ざ いま す。

◆◆ 本製品は一般電子機器本製品は一般電子機器 ( (電子計算機電子計算機､OA､OA機器機器､､通信機器通信機器､､計測機器計測機器､､工作機械工作機械､､産業用ロ ボッ産業用ロ ボッ

トト ､AV､AV機器機器､､家電等家電等) ) への使用を目的と し て製造さ れており ま す。への使用を目的と し て製造さ れており ま す。 輸送機器輸送機器 ( (航空機航空機､､鉄道鉄道､､

自動車自動車) ) の制御と 安全性に関わる ユニ ッ ト やシス テ ムの制御と 安全性に関わる ユニ ッ ト やシス テ ム､､交通信号交通信号､､ガス漏れ検知器ガス漏れ検知器､､各種安各種安

全装置等にご使用の際は全装置等にご使用の際は､､お客様において適切な処置を講じ て く だ さ いま すよ う お願い致お客様において適切な処置を講じ て く だ さ いま すよ う お願い致

し ま す。し ま す。

ま たま た ､､衛星機器衛星機器､､原子力機器原子力機器､､海底中継器海底中継器､､人命に関わる医療用機器等人命に関わる医療用機器等､､極めて高い信頼性を極めて高い信頼性を

要求さ れる要求さ れる シス テ ムには絶対にご使用になら ないで く だ さ い。シス テ ムには絶対にご使用になら ないで く だ さ い。

無線機器の特性上の注意無線機器の特性上の注意
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DLNETDLNET シリ ーズシリ ーズ  Typ e R Typ e R

　 梱包品目　 梱包品目

こ のマ ニ ュ ア ルは、こ のマ ニ ュ ア ルは、三菱電機／オムロ ン三菱電機／オムロ ン PLC PLC を 無線でを無線でPCPCと 接続するためのイ ン タ ーと 接続するためのイ ン タ ー

フ ェ イ ス であるフ ェ イ ス である DLNETDLNETシリ ーズシリ ーズ  Typ e R Typ e R について解説し ていま す。について解説し ていま す。 梱包品目を ご梱包品目を ご

確認の上、確認の上、 不足がある場合は弊社営業部までご連絡下さ い。不足がある場合は弊社営業部までご連絡下さ い。

①① DLNET-UZDLNET-UZ本体本体 (USB(USB無線ユニ ッ ト無線ユニ ッ ト ))

②② DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z本体本体 ((三菱／オムロ ン シーケン サに接続さ れる三菱／オムロ ン シーケン サに接続さ れる

  RS232C  RS232C無線ユニ ッ ト無線ユニ ッ ト ))

③③ DLNETDLNET　　 CDCD--RR (USB(USBド ラ イ バソ フ ト ／通信条件設定ソ フ トド ラ イ バソ フ ト ／通信条件設定ソ フ ト ))

④④ ACACア ダ プ タア ダ プ タ ( ( DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z用　 型式用　 型式：： ADAD--150T)150T)

⑤⑤ 接続用ケーブ ル接続用ケーブ ル ((標準添付は標準添付は QQ シリ ーズ用シリ ーズ用 CBM609-3CBM609-3　　 3m)3m)

⑥⑥ USBUSB延長ケーブ ル延長ケーブ ル (PC(PC のノ イ ズ混入防止用ケーブ ルのノ イ ズ混入防止用ケーブ ル  0.9m) 0.9m)

⑦⑦ ユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル ((本誌本誌))

⑧⑧ 固定用デュ ア ルロ ッ ク フ ァ ス ナ固定用デュ ア ルロ ッ ク フ ァ ス ナ ((機器を固定する際に使用機器を固定する際に使用))

⑨⑨ RS232CRS232C ク ロ ス ケーブ ルク ロ ス ケーブ ル ((設定変更時等の設定変更時等の PCPC接続用ケーブ ル接続用ケーブ ル

 Dsub9 Dsub9 ピ ン とピ ン と Dsub9Dsub9 ピ ンピ ン 1.5m)1.5m)

※※ ⑥は⑥は DLNET-UZDLNET-UZに添付、に添付、④④,, ⑤⑤ ,, ⑨は⑨は DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Zに添付、に添付、③③,, ⑦⑦ ,,⑧は共通品⑧は共通品

　 接続図　 接続図

※※ QQ シリ ーズ以外の接続ケーブ ルはシリ ーズ以外の接続ケーブ ルは 33 ページを ご参照く ださ い。ページを ご参照く ださ い。

接続ケーブ ル

MELSEC

miniDIN6ピ ン CPU

[Qシリ ーズ ]

Dsub9ピ ン

DLNET-UZ

DLNET-PLC/Z

D L N E T - P L C / Z

③ CD-R

ド ラ イ バソ フ ト

通信条件設定ソ フ ト

①

②

⑤

⑥

⑧ 固定用デュ ア ルロ ッ ク フ ァ ス ナ

⑦ ユーザーズマ ニ ュ ア ル

↑PCから のノ イ ズ混入の場合のみ使用

USB延長ケーブ ル 0.9m

ACア ダ プ タ④



22

DLNETDLNET シリ ーズシリ ーズ  Typ e R Typ e R

　 イ ン ス ト ー ル 手順　 イ ン ス ト ー ル 手順

①① DLNET-UZDLNET-UZ のド ラ イ バを イ ン ス ト ールし ま す。のド ラ イ バを イ ン ス ト ールし ま す。

イ ン ス ト ール方法はイ ン ス ト ール方法は 99 ページを ご参照下さ い。ページを ご参照下さ い。

こ の結果、こ の結果、 DLNET-UZDLNET-UZはは COMCOM ポート に割り 当てら れま す。ポート に割り 当てら れま す。

PCPC のコ ン ト ロ ールパネル→システム→ハード ウ ェ ア→デバイ ス マ ネージャ →のコ ン ト ロ ールパネル→システム→ハード ウ ェ ア→デバイ ス マ ネージャ →

ポートポート  (COM (COM とと LPT) LPT) を 開く と 、を開く と 、DLNET-UZDLNET-UZが何番のが何番の COMCOMポート に割り 当てらポート に割り 当てら

れたかが分かり ま す。れたかが分かり ま す。

②② 次に次に CDCD に収めら れている通信設定プ ロ グ ラ ムを イ ン ス ト ールし ま す。に収めら れている通信設定プ ロ グ ラ ムを イ ン ス ト ールし ま す。

イ ン ス ト ール方法はイ ン ス ト ール方法は 1212 ページを ご参照下さ い。ページを ご参照下さ い。

こ のソ フ ト は、こ のソ フ ト は、 自機自機IDID、、 通信相手通信相手IDID、、 使用する通信チャ ン ネル番号使用する通信チャ ン ネル番号 ( (バン ドバン ド ) ) をを

設定するためのものです。設定するためのものです。

こ の時、こ の時、 ①で①で DLNET-UZDLNET-UZ に割り 当てら れたに割り 当てら れた COMCOM 番号を指定し て く だ さ い。番号を指定し て く だ さ い。

③③ DLNET-UZDLNET-UZ の場合、の場合、  [ [設定を保存し て終了設定を保存し て終了] ] を 必ずク リ ッ ク し ま す。を 必ずク リ ッ ク し ま す。

こ の結果、こ の結果、 DLNET-UZDLNET-UZ の無線設定条件が決ま り 通信可能と なり ま す。の無線設定条件が決ま り 通信可能と なり ま す。

DLNET-UZDLNET-UZのデフ ォ ルト 値は、のデフ ォ ルト 値は、自機自機IDID＝＝11、、相手相手IDID＝＝1111、、通信チャ ンネル＝通信チャ ンネル＝1111

です。です。 ( (上記値は特に変更の必要はあり ま せん上記値は特に変更の必要はあり ま せん ))

DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z のデフ ォ ルト 値は、のデフ ォ ルト 値は、自機自機ID=11ID=11、、相手相手ID=1ID=1、、通信チャ ン ネル通信チャ ン ネル =11=11

と なっ ており 、と なっ ており 、DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Zは特に設定の変更なく 初期状態で通信可能です。は特に設定の変更なく 初期状態で通信可能です。

　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 設定と 接続ケ ー ブ ル　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の 設定と 接続ケ ー ブ ル

ディ ッ プ ス イ ッ チはディ ッ プ ス イ ッ チは DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z の側面に位置し ま す。の側面に位置し ま す。

接続する接続する PLCPLC に合わせて次ページを参考にス イ ッ チを設定し て く だ さ い。に合わせて次ページを参考にス イ ッ チを設定し て く だ さ い。

尚、尚、 AA、、 QnAQnA、、 FxFx シリ ーズを ご使用の場合は、シリ ーズを ご使用の場合は、 弊社製の弊社製の PLCPLC 変換ケーブ ル変換ケーブ ル RSCV-RSCV-

MF/VMF/V を接続ケーブ ルと し てお使い く だ さ い。を接続ケーブ ルと し てお使い く だ さ い。
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注注1)1) PLCPLC に合わせたス イ ッ チ状態によ り 通信条件は固定と なり ま す。に合わせたス イ ッ チ状態によ り 通信条件は固定と なり ま す。

PLC/PLC/通信プ ロ グ ラ ムの設定を併せてご使用く ださ い。通信プ ロ グ ラ ムの設定を併せてご使用く ださ い。

注注2)2) Fx1Fx1、、 Fx2Fx2 を ご使用の場合、を ご使用の場合、 丸ピ ン変換は不要です。丸ピ ン変換は不要です。

DLNET-PLC/Z側面図

スイ ッ チ

PROGモ ード

RSCV-MF/V
19.2K 奇数8↓↓↓↓

↑↓↓↓

↓↑↓↓

↑↑↓↓

↓↓↑↓

↑↑↑↑ 19.2K 奇数8

PLC

MELSEC-Q

MELSEC-A

MELSEC-QnA

Fx

SYSMAC-CJ

未定

接続ケーブル

CBM609-3 (標準添付品)

RSCV-MF/V＋(丸ピ ン変換) 注2)
RSCV-MF/V

3線式

RS232Cク ロ ス ケーブ ル (標準添付品)

9.6K 奇数8

9.6K 奇数8

9.6K 偶数7

9.6K 偶数7

通信条件 注1)

↑↑↑↑

①

②

③

④

MELSEC-Q

RS232C/RS422変換ケーブル
RSCV-MF/V (別売) MELSEC-A,QnA,Fx1,Fx2

Dsub25ピ ン -miniDIN8ピ ン

変換ケーブルCBM825-0 (別売)

MELSEC-FX0n

R
S

C
V

-M
F

/U
S

B

SYSMAC-CJシリ ーズ等

Dsub9-miniDIN6 変換ケーブル

CBM609-3 (標準添付)

DLNET-PLC/Z

DLNET-PLC/Z

DLNET-PLC/Z

DLNET-PLC/Z

R
S

C
V

-M
F

/U
S

B

RS232Cケーブ ル

(ユーザ様でご用意く だ さ い )

RS232C/RS422変換ケーブル

RSCV-MF/V (別売)

①

②

③

④

※標準添付のRS232Cク ロ ス ケーブ ルはDLNET-PLC/Zの設定変更時に PCと
接続する為のケーブ ルです。 上記の接続時には別途RS232Cケ－ブルを ユー

ザ様にてご用意く ださ い。
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　 機器の接続　 機器の接続

11 ページの接続図を ご参照の上機器を接続し て く だ さ い。ページの接続図を ご参照の上機器を接続し て く だ さ い。

①① DLNET-UZDLNET-UZを直接を直接PCPCに接続する と 、に接続する と 、PCPCから のノ イ ズで無線通信に影響を及ぼから のノ イ ズで無線通信に影響を及ぼ

し た り 、し た り 、 DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z と の見通し が確保できない場合があり ま す。と の見通し が確保できない場合があり ま す。 こ の場合こ の場合

は付属のは付属の USBUSB延長ケーブ ルを ご使用く ださ い。延長ケーブ ルを ご使用く ださ い。

②② MELSECMELSEC--QQ シリ ーズシーケ ン サとシリ ーズシーケ ン サと DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z を接続し ま す。を接続し ま す。

電源投入の順番は任意です。電源投入の順番は任意です。

DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Zは出荷時に、は出荷時に、 自機自機 IDID ＝＝1111、、 相手相手 IDID ＝＝11、、 通信チャ ン ネル＝通信チャ ン ネル＝1111

に設定さ れていま す。に設定さ れていま す。

　　 LE DLE D に つ い てに つ いて

LEDLED は本体側面に位置し ます。は本体側面に位置し ます。

①① 赤赤LEDLED はは DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z とと PLCPLC が通信し ている時に点滅し ま す。が通信し ている時に点滅し ま す。

②② 緑緑LEDLED はは DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Zが無線上で通信し ている時に点滅し ま す。が無線上で通信し ている時に点滅し ま す。

③③ 緑緑LEDLED はは PROGPROG モ ード に入る と 点灯し たま ま になり ま す。モ ード に入る と 点灯し たま ま になり ま す。

　　 RS232CRS232C ピ ン ア サ イ ンピ ン ア サ イ ン

ピ ン番号 信号名 方向 説明

1 － － 　 未接続

2 RXD 入力 　 RS232C機器から SSへの受信デ－タ

3 TXD 出力 　 SSから RS232Cへの送信デ－タ

4 DTR 出力 　 デ－タ タ －ミ ナルレ ディ

5 GND － 　 シグナルグ ラ ン ド

6 DSR 入力 　 デ－タ セッ ト レ ディ

7 RTS 出力 　 送信要求

8 CTS 入力 　 送信可

9 － － 　 未接続
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　　 G XG X デ ィ ベ ロ ッ パ ー／デ ィ ベ ロ ッ パ ー／ CXC X プ ロ グ ラ マ ー を 立ち 上げるプ ロ グ ラ マ ー を 立ち 上げる

パソ コ ン側をパソ コ ン側を II//FFと し て以下の内容を指定し て く だ さ い。と し て以下の内容を指定し て く だ さ い。

①① シリ ア ルシリ ア ル  (RS232C) (RS232C)

②② COMCOM ポート はポート は DLNET-UZDLNET-UZ に割り 当て ら れた番号に割り 当て ら れた番号

③③ 伝送速度は伝送速度は 19200Bps19200Bps

以降の動作は以降の動作はGXGXディ ベロ ッ パー／ディ ベロ ッ パー／CXCXプ ロ グ ラ マ ーを有線で使用する場合と 同じ でプ ロ グ ラ マ ーを有線で使用する場合と 同じ で

す。す。

こ の通信に使用さ れている電波はこ の通信に使用さ れている電波は 2.4GHz2.4GHz のの SSSS無線です。無線です。

ア ン テ ナは機器の上部に配置さ れていま す。ア ン テ ナは機器の上部に配置さ れていま す。

無線部無線部 ( (DLNET-UZDLNET-UZ およ びおよ び DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z) ) を デュ ア ルロ ッ ク フ ァ ス ナで適当なを デュ ア ルロ ッ ク フ ァ ス ナで適当な

場所に固定し てご使用く ださ い。場所に固定し てご使用く ださ い。

　 電波の指向性　 電波の指向性

図に示す方向に指向性があり ま す。図に示す方向に指向性があり ま す。

DLNET-UZ の場合 DLNET-PLC/Z の場合

デュ ア ルロ ッ ク フ ァ ス ナ取付例

A

N

T

USBコ ネク タ 及びRS232Cコ ネク タ

DLNET-UZ 側面図DLNET-PLC/Z及び

側

面
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　 物理的仕様　 物理的仕様

①① 無線部共通仕様無線部共通仕様 ( (空中線以外共通空中線以外共通))

61.5±0.5

2
3
.0
±
0
.5

11.5±0.560.0±0.5

1
2
.0
±
0
.1

47.0±0.5

4
.5
0
±
0
.1

縮尺： Free

単位： mm

【 外観図】【 外観図】

②② DLNET-UZDLNET-UZ

PCPC側に接続さ れる側に接続さ れる USBUSBユニ ッ トユニ ッ ト

GXGXディ ベロ ッ パ－／ディ ベロ ッ パ－／CXCXプ ロ グ ラ マ ーのプ ロ グ ラ マ ーの COMCOM ポート に割当ポート に割当

伝 送 速 度 USB1.1規格準拠

電 源 PC(USB)から 供給

消 費 電 力 0.5W以下

使 用 環 境温度： 0～50℃　 湿度： 30～80％　 (結露無き こ と )

寸 法幅23mm、 高さ 11.5mm、 奥行き 61.5mm

重 量 12g

規 格 IEEE802.15.4物理層

周 波 数 2,405～2,480MHz

チ ャ ン ネ ル 数 11～26の 16バン ド

拡 散 方 式 直接拡散方式

伝 送 速 度 最大250Kbps

送 信 出 力 1mW以下

DLNET-UZ： チ ッ プ ア ン テ ナ
DLNET-PLC/Z： Fタ イ プ パタ ーン ア ン テナ

伝 送 距 離 2～20m (環境によ る )

エ ラ ー 制 御 CRCチ ェ ッ ク 及び再送

無 線 構 成 1対1／1対n (nは最大で254台)

備 考 技術基準適合証明取得済み

空 中 線
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③③ DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z

PLCPLC側に接続さ れる側に接続さ れる RS232CRS232C ユニ ッ トユニ ッ ト

PLCPLC と は付属のと は付属の  [9 [9 ピ ン －丸ピ ンピ ン－丸ピ ン ] ] のの RS232CRS232C ケーブ ルで接続さ れるケーブ ルで接続さ れる

④④ Ｕ Ｓ Ｂ 延長ケ ー ブ ルＵ Ｓ Ｂ 延長ケ ー ブ ル

約約0.9m0.9m

⑤⑤ 接続ケ ー ブ ル接続ケ ー ブ ル  (3 (3 ペ ー ジ参照ページ参照))

【 外観図】【 外観図】

伝 送 速 度 9,600Bps／19.2Kbps

電 源 付属ACア ダ プ タ 　 AD-150Tよ り 供給

入 力 電 圧 範 囲 DC4.5V～24V 　 ※上記ACア ダ プ タ 使用時は10.5V以下

消 費 電 力 0.5W以下

使 用 環 境 温度： 0～50℃　 湿度： 30～80％　 (結露無き こ と )

寸 法 幅60mm、 高さ 24mm、 奥行き 120mm

重 量 84g

縮尺： Free

単位： mm

DLNET-PLC/Z

データリンク株式会社

DLNET-PLC/Z

製造番号：△△△△△

001WWCA

*******
R

1
2
0
（
±
0
.5
）

60(±0.5)

1
2
5
（
±
0
.5
）

2
4

(±
0
.5
)

◆RS232Cコ ネク タ

◆DCジャ ッ ク

Dsub9ピ ン オ ス

取付ネジ#4-40×13オ ス イ ン チネジ

EIAJ RC5320 区分3準拠 (10.5V以下)
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縮尺： Free

（ 単位mm）

1828±5061.3±1

4
9
±
1

3
5
.3
±
1

R
o
H
S

1
7
±
1
.3

C
A
U
T
IO
N

A
T
T
E
N
T
IO
N

⑥⑥ ACAC ア ダ プ タア ダ プ タ  (AD-150T) (AD-150T)

動作条件動作条件 ：： 温度温度 --1010 ～～++ 4040℃℃

湿度湿度 80%80% 以内以内 ((但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

寸法寸法 ：： 横横：： 61.3mm61.3mm　 高さ　 高さ ：： 35.3mm35.3mm　 奥行　 奥行：： 49mm49mm

(AC(ACソ ケ ッ ト 部ソ ケ ッ ト 部､､コ ード 部除くコ ード 部除く ))

コ －ド 長コ －ド 長：： 1828mm (1828mm (本体、本体、 DCDC プ ラ グ除くプ ラ グ除く ))

重量重量 ：： 約約 210g210g

定格定格 ：： 入力入力：： AC100VAC100V　　 5050//60Hz60Hz　 入力容量　　 入力容量　 7VA7VA

出力出力：： DC7VDC7V//500mA500mA ((銘版表示銘版表示))

入力電圧範囲入力電圧範囲 ：： AC100VAC100V±±10%10%

出力電圧出力電圧 ：： 無負荷電圧　無負荷電圧　 DC12.1VDC12.1V以下以下 ( (定格入力時定格入力時))

DC500mADC500mA負荷時負荷時DC6VDC6V±±8%  (8%  (定格入力時定格入力時))

出力プ ラ グ出力プ ラ グ ：： 外径外径4.754.75 φ±φ±0.10.1　 内径　 内径1.71.7 φ±φ±0.10.1　 長さ　 長さ 9.59.5 ・ ±・ ± 0.50.5

(EIAJ(EIAJ　　 RC5320RC5320　 区分　 区分33準拠準拠))　 内側＋　 外側－　 内側＋　 外側－

PSEPSE マ ークマ ーク ：： 取得済み取得済み

環境規格環境規格 ：： RoHSRoHS指令対応指令対応

※※11 ACACア ダ プ タ を ご使用の場合、ア ダ プ タ を ご使用の場合、動作条件及び保存条件は本体と動作条件及び保存条件は本体と ACACア ダ プ タア ダ プ タ

の低い方の値と なり ま す。の低い方の値と なり ま す。

【 外観図】【 外観図】
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　　 U S BU S B ド ラ イ バの イ ン ス ト ー ル 、ド ラ イ バの イ ン ス ト ー ル 、 ア ン イ ン ス ト ー ルア ン イ ン ス ト ー ル

①① 対応機器及び対応機器及び O SO S

USB1.1USB1.1、、 ま た は、ま た は、 USB2.0USB2.0 ポー ト を 備え たポート を 備え た W indows2000,W indowsXPW indows2000,W indowsXP搭載の搭載の

DOSDOS//VV互換機に対応し ていま す。互換機に対応し ていま す。

②② イ ン ス ト ー ル方法イ ン ス ト ー ル方法

1)1) 添付の添付の  [ [ド ラ イ バソ フ ト イ ン ス ト ールド ラ イ バソ フ ト イ ン ス ト ール CD ] CD ] をを DOSDOS//VV互換機互換機PCPCのの CDCD--RR読み取り読み取り

可能ド ラ イ ブ にセッ ト し ま す。可能ド ラ イ ブ にセッ ト し ま す。

2)2) DLNET-UZDLNET-UZ をを PCPC のの USBUSB ポート に挿入し ま す。ポート に挿入し ま す。 DLNET-UZDLNET-UZが正し く 認識さ れが正し く 認識さ れ

る と 以下の様な画面が表示さ れますのでる と 以下の様な画面が表示さ れますので [[次へ次へ (N) ] (N) ] ボタ ン を押し て下さ い。ボタ ン を押し て下さ い。

WindowsXPW indowsXPの場合の場合

↓↓ [ [続行続行 (C)] (C)]

ご 注意ご 注意 WindowsWindows ロ ゴ テ ス ト の警告画面が出ますが、ロ ゴ テ ス ト の警告画面が出ますが、 こ れはこ れは [[イ ン ス ト ールする とイ ン ス ト ールする と

障害が発生する障害が発生する ] ] と いう 事ではあり ま せん。と いう 事ではあり ま せん。
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↓↓ [ [次へ次へ (N)](N)]

↓↓ [ [次へ次へ (N)](N)]

W indows2000W indows2000 の場合の場合

↓↓ [ [次へ次へ (N)](N)]
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3)3) フ ァ イ ル転送が終了する と 以下の画面が表示さ れ、フ ァ イ ル転送が終了する と 以下の画面が表示さ れ、 [ [完了完了] ] ボタ ン を押し てイ ン スボタ ン を押し てイ ン ス

ト ールを終了し ま す。ト ールを終了し ま す。 こ れで、こ れで、 USBUSBデバイ ス ド ラ バ／仮想デバイ ス ド ラ バ／仮想COMCOMポート ド ラ イ バポート ド ラ イ バ

がイ ン ス ト ール完了と なり ま す。がイ ン ス ト ール完了と なり ま す。

WindowsXPW indowsXPの場合の場合

Windows2000W indows2000 の場合の場合

4)4) ド ラ イ バが正し く イ ン ス ト ールさ れド ラ イ バが正し く イ ン ス ト ールさ れ DLNET-UZDLNET-UZが正し く 認識さ れる とが正し く 認識さ れる と  [ [デバイデバイ

ス マ ネージャス マ ネージャ ] ] よ り 仮想よ り 仮想COMCOM ポート 番号の割り 当てが確認出来ます。ポート 番号の割り 当てが確認出来ます。

※※ 上図の上図の PCPCでは、では、 COM1,COM2COM1,COM2が物理的に存在しが物理的に存在し COM9COM9に仮想に仮想COMCOM ポート が割ポート が割

り 当てら れていま す。り 当てら れていま す。

こ の例では、こ の例では、PCPC上の上の RS232CRS232Cア プ リ ケーショ ン プ ロ グ ラ ムの使用ア プ リ ケーショ ン プ ロ グ ラ ムの使用COMCOMポート 番ポート 番

号を号を COM9COM9とすれば、とすれば、DLNET-UZDLNET-UZ と 通信が可能と なり ま す。と 通信が可能と なり ま す。
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3)3) 削除が完了する と 以下の画面が表示さ れます。削除が完了する と 以下の画面が表示さ れます。 [OK]  [OK] ボタ ン を押すと ア ン イ ン スボタ ン を押すと ア ン イ ン ス

ト ールの完了です。ト ールの完了です。 PCPC を必ず再起動し ます。を必ず再起動し ます。

③③ ア ン イ ン ス ト ー ル方法ア ン イ ン ス ト ー ル方法

1)1) DLNET-UZDLNET-UZ ド ラ イ バイ ン ス ト ールド ラ イ バイ ン ス ト ール CDCD をを PCPC のの CDCD--RR 読み取り 可能ド ラ イ ブ に読み取り 可能ド ラ イ ブ に

セッ ト し ま す。セッ ト し ま す。

※※ ア ン イ ン ス ト ールを行う と 、ア ン イ ン ス ト ールを行う と 、PCPCのの COMCOMポート を介し てポート を介し て DLNET-UZDLNET-UZと 通信を行と 通信を行

う 事は出来ません。う 事は出来ません。 再イ ン ス ト ールが必要になり ま す。再イ ン ス ト ールが必要になり ま す。

　 通信条件設定プ ロ グ ラ ム の イ ン ス ト ー ル　 通信条件設定プ ロ グ ラ ム の イ ン ス ト ー ル

こ のプ ロ グ ラ ムをこ のプ ロ グ ラ ムを PC (W indowsXPPC (W indowsXP、、 Windows2000) W indows2000) に イ ン ス ト ールする事で、にイ ン ス ト ールする事で、 こ のこ の

プ ロ グ ラ ムを介し てプ ロ グ ラ ムを介し て DLNET-UZDLNET-UZ、、 DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Zへ通信条件の設定が可能にへ通信条件の設定が可能になりなり

ま す。ま す。

1)1) イ ン ス ト ール方法イ ン ス ト ール方法

添付添付CDCD のの  [Package]  [Package] フ ォ ルダ 内にあるフ ォ ルダ 内にある  [Setup .exe]  [Setup .exe] を 選択し 実行し ま す。を選択し 実行し ま す。

2)2) 下記画面と なり ま すので下記画面と なり ま すので [ [次へ次へ] ] を ク リ ッ ク し て設定を変更せずにイ ン スト ールをを ク リ ッ ク し て設定を変更せずにイ ン スト ールを

進めます。進めま す。

2)2) CDCD内の内の  [DLNET [DLNET--Uninstall.exe] Uninstall.exe] を ダ ブ ルク リ ッ ク し て実行し ま す。を ダ ブ ルク リ ッ ク し て実行し ま す。以下の画面と以下の画面と

なり ま すので、なり ま すので、 [ [はいはい  (Y) ]  (Y) ] ボタ ン を ク リ ッ ク し ま す。ボタ ン を ク リ ッ ク し ま す。
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3)3) 下記画面と なっ たら下記画面と なっ たら  [ [はいはい] ] を ク リ ッ ク し てイ ン ス ト ール先のフ ォ ルダ を作成し 、を ク リ ッ ク し てイ ン ス ト ール先のフ ォ ルダ を作成し 、

イ ン ス ト ールを進めます。イ ン ス ト ールを進めます。

4)4) イ ン ス ト ールが正常に終了の場合は、イ ン ス ト ールが正常に終了の場合は、 以下の画面と なり ま す。以下の画面と なり ま す。

　 通信条件設定プ ロ グ ラ ム の使用方法　 通信条件設定プ ロ グ ラ ム の使用方法

1)1)  [ [ス タ ートス タ ート ] ] ボタ ン を ク リ ッ ク し イ ン ス ト ールさ れたボタ ン を ク リ ッ ク し イ ン ス ト ールさ れた  [ [DLNETDLNET通信設定用プ ロ グ通信設定用プ ロ グ

ラ ムラ ム ] ] を 起動し ま す。を起動し ま す。

2)2) 通信設定を行う 、通信設定を行う 、 DLNET-UZDLNET-UZ又は又は DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z をを PCPC に接続し ま す。に接続し ま す。

◆◆ DLNET-UZDLNET-UZは、は、予め予め PCPCにド ラ イ バがイ ン ス ト ールさ れている必要があり ま す。にド ラ イ バがイ ン ス ト ールさ れている必要があり ま す。

◆◆ DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Zの設定を行う 場合は、の設定を行う 場合は、添付の添付の RS232CRS232Cク ロ ス ケーブ ルにてク ロ ス ケーブ ルにて PCPCとと

接続し 、接続し 、 PROGPROG モ ード に設定し てモ ード に設定し て  ( (本機ディ ッ プ ス イ ッ チを すべて↑↑↑↑に倒本機ディ ッ プ ス イ ッ チを すべて↑↑↑↑に倒

すす) ) から 電源を入れます。から 電源を入れます。

ご 注意ご 注意 PCPCに接続後、に接続後、DLNET-UZDLNET-UZが使用するが使用する COMCOMポート 番号をポート 番号を  [ [デバイ ス マ ネーデバイ ス マ ネー

ジャジャ ] ] を 起動し 確認し ま す。を起動し 確認し ま す。 下記画面例では、下記画面例では、 COM10COM10 にに DLNET-UZDLNET-UZの疑の疑

似似COMCOM が割り 当てら れていま す。が割り 当てら れていま す。
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4)4) 設定画面設定画面 ( (接続し た機種によ り 表示が異なり ま す。接続し た機種によ り 表示が異なり ま す。))

①① DLNET-UZDLNET-UZ を接続時の設定画面を接続時の設定画面

重　 要重　 要 DLNET-UZDLNET-UZ を ご使用の場合、を ご使用の場合、 最初に最初に 11 回は必ず本プ ロ グ ラ ムを 起動し て回は必ず本プ ロ グ ラ ムを 起動し て

通信設定を行う 必要があり ま す。通信設定を行う 必要があり ま す。 　　 DLNET-UZDLNET-UZ を別のを別の PCPC へ接続の際は、へ接続の際は、

ド ラ イ バイ ン ス ト ール、ド ラ イ バイ ン ス ト ール、再び、再び、本プ ロ グ ラ ムを本プ ロ グ ラ ムを起動し て、起動し て、通信設定を行う 必通信設定を行う 必

要があり ま す。要があり ま す。  ( (DLNET-UZDLNET-UZには通信条件が保存さ れない為には通信条件が保存さ れない為))

◆◆ DLNET-UZDLNET-UZは、は、 使用する使用する COMCOM ポート に接続し ま す。ポート に接続し ま す。

3)3) 次のよ う な画面と なり次のよ う な画面と なり  [ [DLNETDLNET通信設定用プ ロ グ ラ ム通信設定用プ ロ グ ラ ム ] ] が起動し ま す。が起動し ま す。

使用する使用する COMCOMポート 番号を選択後、ポート 番号を選択後、 [ [接続接続] ] ボタ ン を ク リ ッ ク する とボタ ン を ク リ ッ ク する と 4) 4) 設定画面設定画面

が表示さ れます。が表示さ れます。 ( (通信条件は通信条件は 19200BPS,19200BPS,データ 長データ 長：： 8,8,パリ テ ィパリ テ ィ ：： 奇数固定です。奇数固定です。))

尚、尚、使用する使用する COMCOMポート 番号はポート 番号は PCPCによ り 異なり ま す。によ り 異なり ま す。 11度設定を行う と 、度設定を行う と 、前回前回

接続の接続の COMCOM ポート 番号が表示さ れます。ポート 番号が表示さ れます。 COMCOM通信条件は変更出来ません。通信条件は変更出来ません。

矢印の部分に接続機種名称が表示さ れます。矢印の部分に接続機種名称が表示さ れます。二重線部のメ ッ セージは、二重線部のメ ッ セージは、DLNET-DLNET-

UZUZ を使用中のを使用中の PCPC へ接続し 、へ接続し 、 本プ ロ グ ラ ムが最初に起動さ れた場合に表示さ れ本プ ロ グ ラ ムが最初に起動さ れた場合に表示さ れ

ます。ま す。必ず必ず 11回は、回は、 [ [設定を保存し て終了設定を保存し て終了] ] を ク リ ッ ク し ま す。を ク リ ッ ク し ま す。

ID=001ID=001、、 DEST= 011DEST= 011、、 CH=11CH= 11 で設定さ れます。で設定さ れます。

[[設定を保存し て終了設定を保存し て終了] ] で現在表示中の設定を保存し て設定動作を終了し ます。で現在表示中の設定を保存し て設定動作を終了し ます。
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[[初期値設定値へ戻す初期値設定値へ戻す]]  ボタ ン で画面上の設定値が出荷時の値へ戻り ま す。ボタ ン で画面上の設定値が出荷時の値へ戻り ま す。

但し 、但し 、 こ の状態では画面上の設定値が戻っ ただけです。こ の状態では画面上の設定値が戻っ ただけです。

設定を有効にするには、設定を有効にするには、 [ [設定を保存し て終了設定を保存し て終了] ] を行う 必要があり ま す。を行う 必要があり ま す。

[[変更せずに終了変更せずに終了]]  ボタ ン で現在表示中の設定を破棄し 、ボタ ン で現在表示中の設定を破棄し 、 設定を変更保存し ない設定を変更保存し ない

で本プ ロ グ ラ ムを終了し ま す。で本プ ロ グ ラ ムを終了し ま す。

□オ プ シ ョ ン 設定□オ プ シ ョ ン 設定にチ ェ ッ ク を行う と オ プ シ ョ ン項目の設定変更保存が有効ににチ ェ ッ ク を行う と オ プ シ ョ ン項目の設定変更保存が有効に

なり ま すが、なり ま すが、 通常は設定し ないで下さ い。通常は設定し ないで下さ い。

DLNET-UZDLNET-UZは、は、 通常は初期値設定値を通常は初期値設定値を 11 度設定し て使用し ま す。度設定し て使用し ま す。

((同一空間に複数の同一空間に複数の DLNETDLNETが存在する場合のみが存在する場合のみ IDID やや CHCH を変更し ま す。を変更し ま す。))

②② DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z を接続時の設定画面を接続時の設定画面

矢印の部分に接続機種名称が表示さ れます。矢印の部分に接続機種名称が表示さ れます。

出荷時の設定は、出荷時の設定は、 上記画面の通り です。上記画面の通り です。

ID=011ID=011、、 DEST=001DEST=001、、 CH=11CH=11 と なっ ており 、と なっ ており 、初期設定後を保存後の初期設定後を保存後の DLNET-UZDLNET-UZ

と 通信可能状態と なっ ていま す。と 通信可能状態と なっ ていま す。 　　

変更の必要がある時のみ、変更の必要がある時のみ、 本プ ロ グ ラ ムを起動し て設定を行います。本プ ロ グ ラ ムを起動し て設定を行います。

そ の他のボタ ン 、そ の他のボタ ン 、 チ ェ ッ ク はチ ェ ッ ク は DLNET-UZDLNET-UZ の説明と 同様です。の説明と 同様です。

ご 注意ご 注意 DLNET-PLC/ZDLNET-PLC/Z を接続し て設定を行う 場合は、を接続し て設定を行う 場合は、 ディ ッ プ ス イ ッ チを全てディ ッ プ ス イ ッ チを全て

[[↑↑] ] に し て本機の電源を入れます。にし て本機の電源を入れます。

33 ページページ [ [デ ィ ッ プ ス イ ッ チの設定と 接続ケーブ ルディ ッ プ ス イ ッ チの設定と 接続ケーブ ル ] ] 参照。参照。
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DLNETDLNETシリ ースシリ ース  Typ e R Typ e R　　 取り 扱い説明書　取り 扱い説明書　 20082008年年1212月　 第月　 第11版版

製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1118359-1118　 埼玉県所沢市けやき台　 埼玉県所沢市けやき台2-32-52-32-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

11 当社製品は、当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、保証期間内に万一保証期間内に万一

故障し た場合、故障し た場合、 無償にて修理さ せていただき ま す。無償にて修理さ せていただき ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、

受領後直ちに梱包を開け、受領後直ちに梱包を開け、 検収をお願い致し ま す。検収をお願い致し ま す。

データ リ ン ク 製品の保証期間は、データ リ ン ク 製品の保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年です。当社発送日よ り １ カ 年です。

保証期間は保証期間は､､製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。

保証書はございま せん。保証書はございま せん。

なお、なお、 本製品のハード ウ エ ア部分の修理に限ら せていただき ま す。本製品のハード ウ エ ア部分の修理に限ら せていただき ま す。

22 本製品の故障、本製品の故障、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、間接の障害について、間接の障害について、当社は当社は

そ の責任を負わないものと し ま す。そ の責任を負わないものと し ま す。

33 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

(1)(1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障および損傷。衝撃等で生じ た故障および損傷。

(2)(2) ご使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、あるいは改造、 修理によ る故障および損傷。修理によ る故障および損傷。

(3)(3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の災害、落雷等の災害、あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障

および損傷。およ び損傷。

(4)(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。

44 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。補修用部品の保有期間は補修用部品の保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後55年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ ても 、こ の期間内であっ ても 、補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、部品メ ーカ の製造中止など に部品メ ーカ の製造中止など に

よ り 修理できない場合があり ま す。よ り 修理できない場合があり ま す。

55 次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。 PCBPCB基板全損、基板全損、 ICIC全損など 、全損など 、

故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。

66 製品故障の場合、製品故障の場合、出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。当社あるいは販売店への持ち込み当社あるいは販売店への持ち込み

修理と なり ま す。修理と なり ま す。

77 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。

保証規定保証規定

ユーザサ ポー ト の ご 案内ユーザサ ポー ト の ご 案内

DLNETDLNETシリ ーズシリ ーズ  Type R Type Rに関する ご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。に関する ご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。

データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00


